
 

議会運営委員会会議録 
 

１ 日  時  平成２９年６月２６日（月） 

 会議時間    １５時５３分開会 １６時０４分閉会 

 

２ 会議場所  役場３階第１委員会室 

 

３ 出席議員  委員長 ：髙橋政悦    

副委員長：奥秋康子 

        委 員 ：桜井崇裕、木村好孝、西山輝和 

        議 長 ：加来良明 

 

４ 事務局   事務局長：佐藤秀美、係長：宇都宮学 

 

５ 説明員  なし 

 

 

６ 議  件 

 （１）道議長会議会広報研修会について 

 

 （２）その他 

 

 

７ 会議内容   別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議会運営委員会 【開会１５：５３  閉会１６：０４】   平成２９年６月２６日 

 

 

（１）道議長会議会広報研修会について 

 

委員長：（髙橋政悦）総務産業常任委員会委員以外の委員の皆様、大変お待たせしました。ただい

まから議会運営委員会開催する。議件は、８月 22日にポールスター札幌で開催される

議会運営委員会が出席対象の道議長会議会広報研修会について。前回の委員会の中で

話題となったが、議会広報研修会に併せて道内視察研修を行うかどうか本日確認した

い。議会広報研修会と併せて道内視察研修を実施するとなると、８月 21 日・22 日又

は８月 22 日・23 日という日程になる。ただし、道内視察研修を行うことになると、

視察内容・視察先を具体的に協議して決定しなければならない。議会の活性化につい

ては、今特別委員会で検討しているところなので、視察をするとなるとそれ以外のテ

ーマとなる。 

     まずは、道内視察研修を行うべきかどうかについて意見をいただきたい。 

西山委員：前回の委員会では、視察研修を行ってはどうかと言ったが、特別委員会で今いろいろ

議会活性化策を練られているので、広報研修会だけの参加でよろしいと思う。 

委員長：西山委員より、特に道内視察を絡めなくてもいいのではという意見があったが、そのほ

かに意見はあるか。 

 （なしの声あり） 

委員長：議会運営委員会としては、９月までの間には道内視察研修を行わないということで決定

してよろしいか。 

 （よろしいの声あり） 

委員長：そのように決定する。 

    確認であるが、議会運営委員会がこの議会広報研修会に参加することになっているのは

どのような取り決めからか。 

佐藤局長：議会運営委員会が議会広報の編集の担当になっており、本町議会の決め事として、議

会運営委員会委員の任期２年中に１度、広報研修会に参加するという方向で今まで来

ている。 

委員長：議会広報の編集に関しては、実際のところ編集後記以外はすべて事務局まかせになって

いるという現状を踏まえ、お金をかけて議会広報研修会に参加する意義があるのかに

ついてここで検討したいと思う。例えば、よりよい広報にしてもらうのには事務局に

お願いをして行ってもらうのもありかなという気がする。議会活性化特別委員会のほ

うでも、次の議題に広報の関係がある。議会運営委員会としては今までの方向性を踏

襲してやってきているが、このあと議会活性化特別委員会で広報に関する検討が始ま

ると、どちらかというと議会運営委員会よりも議会活性化特別委員会の委員に参加し

てきてもらうこともありかなという気がする。それらについて委員の意見を伺いたい。 

奥秋委員：実際に広報に関わっているのは事務局という話であるが、それでも事務局が作成した

ものを確認するのは議会運営委員会の役目だと思う。もし議会広報研修会へ参加する

となれば、よりよい広報を作るために議会運営委員会の委員が勉強をして関わってい

くべきだと思う。議会活性化特別委員会の委員が参加するのはいかがなものかなと思

う。 

委員長：奥秋委員からそのような意見が出たが、実際問題、この研修会がいい広報に結びつくか

どうか。過去から議会運営委員会で広報に携わっていて決して無駄にはなっていない

ということだと思うが、議会運営委員会から出るのも構わないが、今後の情勢からし

てそれに限定せず議会活性化特別委員会の方にも行ける方には行ってもらうのもあり

かなという気がしていた。奥秋委員のように議会運営委員会として責任を持って行く

べきだというのもありだと思うが、議会活性化特別委員会に案内するのもいいのでは

ないかと思う。事務局に見解を伺いたい。 

佐藤局長：議会活性化特別委員会は広報紙の扱いをどうするかということを検討する。議会広報

研修会では実際の広報の作り方などを研修するので特別委員会ではどうかなという気

がする。特別委員会の中で広報の作り方も勉強しなければ結論がでないという話にな

っていれば別だが、現状ではまだ何も協議をしていない。議会広報の編集は議会運営

委員会の所管になので、出席するとすれば議会運営委員会の委員となる。 



西山委員：他の町村でも議員だけで広報紙を作っているところがある。これから特別委員会で検

討されることになるが、将来に向かってそういう形で進んでいくのではないかと思う。

広報のあり方が決まれば議会運営委員会から広報委員会に変わることもあるのでその

ときでいいのではないかと思う。 

委員長：皆さんから意見を聞いたが、議会運営委員会で広報研修会に行くほうがよいということ

が大勢である。議会運営委員会で広報研修会に参加するということでよろしいか。 

 （よろしいの声あり） 

奥秋委員：先ほど委員長が今まで研修をしてきてどれほどいい広報に結びついたのかという話が

あったが、以前は、インターネットが無い中で議会だよりが町民にもっとも身近な媒

体であり、町民により理解をいただくためにページ数も多かった。その後、インター

ネットを見ている方もいるということで、議会だよりページ数も現在のように少なく

なっている。だが、今の議会だよりが決して住民に身近なものになっているのかにつ

いては疑問に思っている。その辺を含めて研修会に参加することは意義のあることだ

と思う。 

委員長：奥秋委員のほうから過去の経緯やこれから先のことについての思いを伝えていただいた。

議会運営委員会としては広報研修会に参加することで決定したい。研修会参加後の広

報に対する思いを存分に発揮していただきたい。必ず広報に反映できるものをつかん

できていただきたい。よろしくお願いする。 

 

 

（２）その他 

 

委員長：「（２）その他」について、委員の皆さんから何かあるか。 

 （なしの声あり） 

委員長：以上を持って議会運営委員会を終了する。皆様ご苦労さまです。 

 


